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現在、印刷媒体やインターネットには、談話体・対話体・会

話体のコンテンツがあふれている。しかし、20世紀前半、談

話記事や座談会記事は⼥性向け雑誌（婦⼈雑誌）に特徴的な

「流⾏」とみなされ、揶揄されていた。なぜ、⼝頭の談話を

再現した形の記事は、⼥性向けの媒体と結び付けられ、批判

の対象となったのだろうか。本発表では、記事に⽤いられた

⽂体に着⽬し、その成⽴と展開について考察する。

会場：駒場キャンパス国際教育研究棟314会議室（対⾯のみ定員50名）

オンライン：Zoom(事前登録制）登録リンクURLはこちらです。

5⽉29⽇(⽊)�12:10-13:00

主催：東アジアリベラルアーツイニシアティブ

――〈⼥・⼦どもの⽂体〉の成⽴と定期刊⾏物

における〈声〉の位置づけ

https://u-tokyo-ac-jp.zoom.us/meeting/register/7tQiUMQNRO-VsZ3YoqZYiQ

